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-1 連結損益計算書概要

（単位：百万円 ）

売上高

前期実績より5.9%増
業績予想に対する達成率は97.7%
⾦融業において銀⾏向け案件並びに⽣命保険会社向け
案件にて体制の縮⼩により受注額が減少するも、建設
機械メーカー向けシステム構築案件の拡⼤や⾷品製造
会社向けシステム構築案件の拡⼤ならびにコンサル
ティング案件の拡⼤等により堅調に推移

営業利益

前期実績より13.9%増
業績予想に対する達成率は96.4%
売上⾼の増加に加え、既存ビジネスにおける⽣産性の
向上や体制の最適配置等による製造原価率が低減した
ため増益

製造業中心とした堅調な受注により増収・増益
2019年3月期

実績
（増減率）

2018年3月期
実績

2019年3月期
業績予想
（達成率）

売上高 14,365
（+5.9％）

13,559 14,700
（97.7%）

営業利益 973
（+13.9％）

855 1,010
（96.4%）

同利益率 6.8% 6.3% 6.9%

経常利益 1,012
（+13.4％） 892 1,010

（100.2%）

同利益率 7.0% 6.6% 6.9%

親会社株主に帰属する
当期純利益

633
（+11.6％） 567 640

（98.9%）

同利益率 4.4% 4.2% 4.4%
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-2 営業利益の増減要因（前期比較）

（単位：百万円）

2018年
3月期

2019年
3月期前期増減 +118百万円

製造業、
サービス業向け
構築案件の増加

855
973

+1,494

▲688

▲277

▲357
＋15

▲35

+33

▲70

⾦融業向け構築
案件の減少

人件費・
技術教育の増加

外部委託費の
増加

研究開発投資
の減少

※概ね計画通り推移

賃借料の
増加

退職給付
費用の減少

その他
経費の増加
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-3 品目別売上高・売上総利益推移

13,559

9,894
（＋329）

2,118
（＋202）

2,352
（+272）

14,365
（＋805）

9,564

2,079

1,915

1,629
（＋4）

417
（＋100）

453
（＋51）

1,625

316

402

103.5%

113.1%

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

0

2,500

5,000

7,500

10,000

12,500

15,000

110.6%

2,344

2,501
（＋156）

131.9%

112.9%

売上高 売上総利益

（百万円）
（百万円）

前期比

2018年
3月期

2019年
3月期

2018年
3月期

2019年
3月期

105.9%

前期比

106.7%システムインテグレーション・サービス

システムアウトソーシング・サービス

プロフェッショナル・サービス

- 流通業におけるスーパー向けシステム構築案件の縮小
- ⾦融業における銀⾏向けシステム構築案件、⽣保向け基幹系業
- 務システム 構築案件の縮⼩
- 製造業における建設機械メーカー、⾷品製造向けシステム構築
- 案件の拡⼤
- サービス業向けシステム構築案件の新規受注により拡⼤
- 電力会社向けシステム構築案件の拡大

-流通業におけるコンビニエンスストア向け案件の拡大
-流通業における総合スーパー向け案件の拡大

- クラウドコンサル案件の拡⼤
- クレジットカード会社向けシステム構築案件の拡大

16％

69％

15％

売上高構成比 [2019年3月期]

100.3%
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-4 業種別売上高・売上総利益推移

4,002
（△562）

3,090
（△55）

2,353
（△70）

4,918
（+1,494）

4,565

3,146

2,423

3,424

660
（△146）

595
（＋58）

441
（△18）

803
（＋263）

806

536

460

540

87.7%

98.2%

97.1%

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

143.6 %

81.9%
2,344

2,501
（＋156）

110.9%

95.9 %

148.7%

（百万円）

前期比

2018年
3月期

2019年
3月期

前期比

金融業

流通業

通信業

その他

- 銀⾏向け及び⽣命保険会社向けシステム構築案件の縮⼩
- ネットバンク向けシステム構築案件の拡大
- クレジットカード会社向けシステム構築案件の拡大

- スーパー向け及び総合商社向けシステム構築案件の縮⼩

- 通信キャリア向け電力関連システム構築案件の縮小

- 製造業における建設機械メーカー及び⾷品製造会社向けシステ
- ム構築案件の拡⼤
- クラウドコンサル案件の拡⼤
- サービス業向けシステム構築案件の新規受注による拡⼤
- 電⼒事業会社向けシステム構築案件の拡⼤

22％

28％

16％

34％

売上高 売上総利益

0

2,500

5,000

7,500

10,000

12,500

15,000
（百万円）

2018年
3月期

2019年
3月期

13,559

14,365
（＋805）

売上高構成比 [2019年3月期] 105.9%

106.7%
銀行 11％/保険・証券 11％/その他金融 6％

小売・卸売 22％

通信・運輸 16％

官公庁 7％/製造業 13％/その他 14％
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-5 顧客グループ会社に対する売上高推移

13,559

5,367
（＋122）

3,537
（＋433）

936
（+74）

3,973
（＋484 ）

14,365
（＋805）

5,245

3,104

861

3,489

102.3%

0

2,500

5,000

7,500

10,000

12,500

15,000

売上高
（百万円）

前期比

2018年
3月期

2019年
3月期

105.9%

37.4％

売上高構成比 [2019年3月期]

24.6％
550

（△308）

858

108.7%

114.0%

64.1%

113.9%

2019年
3月期

NRIグループ計

富士通グループ計

6.5％
イオングループ計

3.8％
みずほグループ計

27.7％
その他計

NRIグループ

富士通グループ

イオングループ

みずほグループ

その他

４グループ
合計

10,391
（＋321）

103.2%
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-6 一人当たり指標

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

571
612

627
(+15)

85
82

93
(+11)

0

200

400

600

800

0

400

800

1,200

1,600

22,590
22,910
（+755）

一人当たり売上高※ 一人当たり営業利益※

（千円）

2017年
3月期

2019年
3月期

2018年
3月期

22,155
1,367

1,553
（+156）

（千円）

2017年
3月期

2019年
3月期

2018年
3月期

1,397
656

720
（+26）

（人）

2017年
3月期

2019年
3月期

2018年
3月期

694

従業員数

海外従業員数
国内従業員数

※「国内従業員数」にて算出しております。

000
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-7 自己資本およびROEの推移

今後も資本効率および利益率の向上を図り、
ROE10％以上を継続的に目指してまいります。

※１ 2011年3月期は、年金制度移行に伴い発生した過去勤務債務を除いて利益額を調整し算出しております。
※２ 2012年3月期は、税率変更並びに繰延税金資産の一部取崩しによる法人税等調整額の増加分を除いて利益額を調整し算出しております。

3,906 4,121 4,034 4,130 

4,407 

4,622 4,696 4,841 5,130 
5,367 

9.2

10.4 

6.1 
8.4 9.1 

13.2 13.5 

11.6 11.4 
12.1 

0

2

4

6

8

10

12

14

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

7,000
（百万円） （％）

2010年
3月期

2011年
3月期

2012年
3月期

2013年
3月期

2014年
3月期

2015年
3月期

2016年
3月期

2017年
3月期

2018年
3月期

2019年
3月期

自己資本（左軸） ROE（右軸）
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-1 品目別受注状況

660 557

550 610

2,439
2,847

2,086 2,035 

1,959 2,412 

9,597 
10,302 

13,643

受注高推移

2018年
3月期

2019年
3月期

受注残高推移

2018年
3月期

2019年
3月期

0

3,000

6,000

9,000

12,000

15,000

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000
14,750

3,650

4,035

（百万円） （百万円）

システムインテグレーション・サービス

システムアウトソーシング・サービス

プロフェッショナル・サービス

+1,106
（+8.1%）

+705
(+7.3%)

+452
(+23.1%)

△51
(△2.5%)

+385
(+10.6%)

+407
(+16.7%)

+60
(+10.9%)

△82
(△12.5%)
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-2 業種別受注状況

金融業

1,000
1,300

718
583

855 
1,001 

1,076 

1,150 

2019年
3月期

3,364

5,218

2,600 

2,218 

3,053 

3,236 

4,626 

4,076 

2018年
3月期

13,643

受注高推移 受注残高推移

2018年
3月期

2019年
3月期

0

3,000

6,000

9,000

12,000

15,000

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,00014,750

3,650

4,035

（百万円） （百万円）

流通業

通信業

その他

+1,106
(+8.1%)

△549
(△11.9%)

+183
(+6.0%)

+1,854
(+55.1%)

+385
(+10.6%)

+73
(+6.8%)

+146
(+17.1%)

+300
(+30.0%)

△381
(△14.7%) △134

(△18.8%)
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-3 業積見通しの概要
2020年3月期
業績予想
（前期増減）

2019年3月期
実績

売上高 15,500
（+1,134／+7.9％）

14,365

営業利益
1,090

（+116／+11.9％） 973
同利益率 7.0％ 6.8％

経常利益
1,090

（+77／+7.7％） 1,012
同利益率 7.0％ 7.0％

親会社株主に帰属する
当期純利益

684
（+50／+8.0％） 633

同利益率 4.4％ 4.4％

（単位：百万円 ）

売上高

前期比7.9%増を見込む
- 主要アカウントに対する営業力強化による既存領域

の拡大
- 新たなマーケット×チャネル×エリアへの展開
（中部地域、エネルギー事業、産業分野、DX関連）
- 既存スキームからの転換による新たなサービスの

創出（新たなサービスの高度化、拡充、継続化）

営業利益

前期比11.9％増を見込む
- エンハンスサービスの高度化による収益力の向上
- 全社横断機能・各プロジェクトでの品質向上施策

強化による不採算案件の発生防止強化
- 研究開発の積極推進を継続（クラウドサービス・

Agile・ブロックチェーン、AI等）
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-4 業積見通しのポイント

営業

利益改善

ＩＴ基盤

流通・サービス

金融

その他

- ネットバンクでのシェア拡大、クレジット関連の開拓と大型化
- ダイレクト生損保等の新領域でのSI案件の拡大
- 海外パートナーとの連携による担当領域の拡大

- AI技術を活用したＤＸ対応案件への営業力強化による受注拡大
- 消費税対応の新規受注、大型案件の受注拡大と体制の確保
- 産業・サービス分野における基幹系システム再構築案件の拡大
- システムコンサルティング案件の拡大

- クラウドソリューションサービスによるエンドユーザビジネスの増大
- クラウドコンサルビジネスの提供拡大
- 通信業向け大型インフラサービスの維持・拡大

- 名古屋拠点での新領域開拓による受注拡大と営業力強化
- 大型案件の受注拡大と体制の確保
- ブロックチェーン関連案件での営業力強化による受注拡大
- AI関連案件の拡大

-エンハンスサービスにおける付加価値向上活動、開発のスピード化、高付加価値サービスの
提供、海外パートナーも活用した開発モデル実践による収益力向上
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-5 業種別売上高見通し

業種別売上高推移（百万円）
（百万円）

前期比

2019年
3月期
[実績]

2020年
3月期

[見通し]

＋7.8%
（+314）

業種別売上高構成比 [20/3業績予想]

流通

4,317

4,002

3,090

3,988

2,353
2,176

4,918 5,019

金融 流通 通信 その他

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

2019年
3月期
[実績]

2020年
3月期

[見通し]

2019年
3月期
[実績]

2020年
3月期

[見通し]

2019年
3月期
[実績]

2020年
3月期

[見通し]

+29.0%
（+897）

△7.5%
(△177)

＋2.0%
(+100)

27.9%

25.7％

2020年
3月期
[予想]

金融

流通
14.0％
通信

その他
13.1％

その他計
32.4％

官公庁
6.9％

製造
10.6％

前期比

前期比

前期比
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-6 配当金および配当性向の推移

30.1

51.2 48.9
42.7

35.2 32.4
35.8

39.4

34.9
36.3

0

20

40

60

80

0

5

10

15

20

今後も収益性の向上に努め、

安定的な配当を継続してまいります。

※１ 配当金は、2010年4月1日の1:2の株式分割および2011年4月1日の1:1.5の株式分割、2014年10月1日の1:２の株式分割の影響を遡及して調整しております。
※２ 2011年3月期は、年金制度移行に伴い発生した過去勤務債務を除いて利益額を調整し配当性向を算出しております。
※３ 2012年3月期は、税率変更並びに繰延税金資産の一部取崩しによる法人税等調整額の増加分を除いて利益額を調整し配当性向を算出しております。

（円） （％）

2011年
3月期

2012年
3月期

2013年
3月期

2014年
3月期

2015年
3月期

2016年
3月期

2017年
3月期

2018年
3月期

2019年
3月期
[予定]

2020年
3月期
[予定]

１株当たり普通配当金（左軸） 配当性向（右軸）

8.3
8.5

8.5 8.5

14.0 14.0 14.0

16.0 16.0

2.52.5

18.0

１株当たり記念配当金（左軸）

1:2
株式分割

1:1.5
株式分割

1:2
株式分割

中間
8.0

期末
10.0
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3 1. 経営ビジョン「V2020」で目指す姿

2. 中期経営計画「V2020 3rdSTEP」の進捗と展望

3. さいごに

Ｖ2020 3rdSTEP
2018-2020年度

中期経営計画
の進捗と展望
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顧客から“ベストパートナー”と
評価される企業へ

社員と会社（個と組織）が共に成長し、
喜び・豊かさを分かち合える

企業風土の醸成

-1 経営ビジョン「V2020」で目指す姿

3rd STEP サービスメニューの創出

高付加価値なサービスメニューの創出

SI・サービス提供型ビジネスの拡大

キューブシステムブランドの確立

2018-2020年度
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-2 中期経営計画「V2020 3rdSTEP」の進捗と展望

SI・サービス提供型ビジネスの拡大を図るとともに、
新たなサービスメニューの創出/サービスビジネスの展開を通じ

顧客ビジネスの発展に貢献し、顧客価値の最大化を図る

- ビジネスモデルの変革による収益基盤強化
- 強みを活用した成長領域への事業展開
- アジアを軸としたグローバルな事業展開

- 業務プロセス革新による顧客満足向上
- 成長を促進するガバナンス機能の強化

- 積極的な技術投資による
独自性・新規性・高付加価値を備えた最適なサービスの創出

1国内事業／海外事業

2
3

新規事業化／技術投資

経営基盤
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-2 中期経営計画「V2020 3rdSTEP」の進捗と展望

1国内事業／海外事業 事業の方向性

既存事業スキーム
からの転換

国内事業の成長領域への展開

新規サービス

マーケット

既存の国内事業

強み領域の拡大と収益向上

システムソリューション・サービス

海外事業の
成長領域への展開

海外での新たな
ビジネスモデル

新たな
展開 サービスの

大型化
エネルギー／

コンサルファーム 未開拓拠点

チャネル エリア× ×

主要アカウントへの対応強化／サービスモデル化の推進
エンジニアリング力

強化
既存事業の構造改革による

収益力強化
事業拡大のための
IT投資へシフト

Agileサービス

シスコン

オラクルソリューション
ブロックチェーン

新
た
な
領
域
／
ビ
ジ
ネ
ス
へ
の
展
開

共創型ソリューション
開発の推進

既存サービス

新
規
領
域

既
存
領
域

海外事業

強み領域の拡大
●日系企業向け
ビジネスの拡大

●主要顧客の
海外進出支援

既存の海外事業
●ベトナム ホーチミン
●中国 上海

新
規
領
域

既
存
領
域
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国内事業の成長領域への展開

新規サービス

既存の国内事業

強み領域の拡大と収益向上

システムソリューション・サービス

海外事業の
成長領域への展開

新たな
展開

既存サービス

新
規
領
域

既
存
領
域

海外事業

強み領域の拡大

既存の海外事業
●ベトナム ホーチミン
●中国 上海

新
規
領
域

既
存
領
域

-2 中期経営計画「V2020 3rdSTEP」の進捗と展望

1国内事業／海外事業 事業の方向性

マーケット×チャネル×エリア

ソリューション
ビジネス
の立ち上げ

中部地区へのエリア展開
（名古屋オフィス開設）

エンハンスサービスの
高度化による利益改善

既存領域から派生する
開発案件の受注拡大

新
規
領
域

既
存
領
域

日系企業向け
ビジネスの拡大

クラウドコンサルティングサービス
の提供

電力事業会社向け
ブロックチェーン関連案件受注

Agile開発でのソリューション提供
（高速開発サービス）

AI事業を得意分野とする企業と
資本業務提携

DX対応案件の受注拡大九州地区でのエリア展開

パッケージクラウド
インテグレーション案件の受注 AI関連案件の受注拡大キャッシュレス化

対応案件での展開

既存事業からの転換
BiTへの対応/共創モデル確立

2018年度成果
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-2 中期経営計画「V2020 3rdSTEP」の進捗と展望

顧客ニーズを先取りし、
競争力 -独自性・新規性・高付加価値- を備えた

最適なサービスの創出

積極的なソリューション開発投資（共創）
DevOps/Agile

ソリューション推進

働き方改革の
推進・定着

役割、責任に合わせた
中長期的な報酬制度の構築

人事制度の
改善・活用

インキュベーションの推進

業務プロセス革新による
顧客満足向上

成長を促進する
ガバナンス機能の強化

成長を促進する経営基盤の強化

社内仮想通貨の導入
AI関連企業との提携

Blockchain/AI事業の始動

日本CA社との協業による
新しいサービスモデルの提供

協業と共創の推進
ベンチャーキャピタル投資による

事業化推進
技術力強化と

人的リソースの確保

協業と共創の推進
Oracleクラウド
サービス提供

エンドユーザ向け
コンサルビジネス推進

事業成長を支える人材の育成と採用

働く環境の品質向上

事業成長を支える仕組みの構築

中核人材の育成

ダイバーシティの推進 パートナー連携の強化

事業成長を支える
人材の確保

ESGへの取組み活性化
全社横断機能の強化

モニタリング機能の強化

2 新規事業／技術投資 新規事業化推進 3 経営基盤 パフォーマンスの最大化
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-2 中期経営計画「V2020 3rdSTEP」の進捗と展望

日本CA株式会社と提携、
新しいサービスモデルの
提供を開始

アジャイル開発による
ソリューション事業展開で
拡大を図る

株式会社トリプルアイズ
との資本業務提携

ブロックチェーンやAI技術に
強みを持つ同社と協創・共同
研究を進め、マーケット拡大
を目指す

オラクルクラウド向け
サービスを拡充

Zabbix（システム監視ソフ
トウェア）を使った構築
サービスを拡充。Zabbix社
とは認定パートナーを締結

エネルギーに関わる
PoC開発に参画

ブロックチェーン技術を活用
し、お客様とともに「再生可
能エネルギーの利用拡大」を
目指した実証実験に参加

2018年度成果

アジャイル開発 ＡＩ

クラウド ブロックチェーン

※1 Zabbix は Zabbix LLC のラトビアおよびその他の国における登録商標または商標です

2 新規事業／技術投資 新規事業化推進

※2 Oracleは、Oracle Corporation 及びその子会社、関連会社の米国及びその他の国における登録商標です
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-2 中期経営計画「V2020 3rdSTEP」の進捗と展望

採用手法の改善による
人材の確保

‐ 新卒採用：60名（2019年４月1日入社）

- 中途採用：22名
- 離職率：9.8％
- 3年定着率：76.8％

中計と連動した
育成機会の提供

- ビジョナリーウーマン研修
（女性活躍推進）の実施
- ＤＸ人材、ＡＩ人材の
育成注力

社員1人ひとりの生産性
向上に向けた取組み

プロジェクトと健康面の両
面から業務実態を把握し、
改善策を実施

中期目標と連動する
報酬制度の導入

- 譲渡制限付株式報酬制度
の導入

- 知的資産の見える化に
向けた社内仮想通貨導入

人材育成

報酬制度改革

人材の確保

働き方改革

3 経営基盤 パフォーマンスの最大化

2018年度成果

※日本国内の数値となっております。
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-2 中期経営計画「V2020 3rdSTEP」の進捗と展望

今後の注力分野

CVC機能の強化

- 事業化につなげるR&D推進強化
- 更なる共創関係の構築とサービスメニューの充実化の
促進が必要

- サービス体制の強化（拠点含む）

新規事業創出
成長領域拡大

（ポートフォリオ強化）

AI/ブロックチェーン
研究開発

（技術力強化）
（産官学ビジネス共創）

人的リソース
獲得

（パートナー戦略強化）

人材育成 サステナビリティ推進

- キャリアパス活用による育成
- 人材ローテーションの実施による成長スピードの加速化
- 中核人材研修の実施
- 次世代経営者育成のためのコミュニティ形成
- 採用手法の改善による更なる人材の確保

- サステナビリティ推進委員会を新設
サステナビリティ経営の実現に向けて、SDGsなど
社会課題解決への取り組みの加速を目的とし、委員会を
新設。サステナビリティに関わる重要課題を特定し、
全社的に統括する
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-2 中期経営計画「V2020 3rdSTEP」の進捗と展望

事業を通じた
社会課題の解決

SDGsに対する
成果

事業成長

V2020の推進
INPUT LEVERAGE OUTPUT OUTCOME

財務資本

顧客資本

知的資本／
製造資本

財務資本

得意領域の拡大／収益性の向上
新たなマーケット・チャネル・

エリアへの展開
既存スキームからの転換

積極的な
技術投資

経営基盤の
強化

キューブ
インキュベーション

プログラム

CVC機能強化

共創・協業

経営の見える化

ガバナンス強化

報酬制度改革

キューブシステムらしさ

KPI

営業利益率／
ROE

一人当たり
売上高

CS調査結果

新規案件獲得

女性の
活躍推進

社員定着率

ステークホルダー

社
会
・
顧
客
・
社
員
に
と
っ
て
豊
か
な
社
会
を
実
現

社会変化

つねに先進性を求め、
技術と想像力を両輪に、

多面的発想で
社会に貢献する企業

ESGの
浸透 SDGsデジタル

社会

経営戦略

経営理念
企業は人によって支えられ

人によって繁栄する。
社員はじめ、

人々の幸福を保障する為に
存続しなければならない。

存続と発展の根源は
利益であり、

利益は顧客によって
もたらされる。
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売上高 14,365 15,500 18,500

成長率 +5.9% +7.9% +19.4%

営業利益 973 1,090 1,776

利益率 6.8% 7.0% 9.6%

ＲＯＥ 12.1% 13% 13%

-2 中期経営計画「V2020 3rdSTEP」の進捗と展望

（単位：百万円）

計画／経営指標
売上高

2018年度
実績

2019年度 2020年度

14,365

15,500
（＋1,135）

0
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4,000
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8,000

10,000

12,000

14,000
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18,000

20,000
（百万円）

2018年度
実績

2019年度 2020年度

18,500
（＋3,000）
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-3 さいごに

顧客から“ベストパートナー”と
評価される企業へ

社員と会社（個と組織）が共に成長し、
喜び・豊かさを分かち合える

企業風土の醸成

ソリューション・
ＳＩビジネス サービス提供型ビジネス

グローバル・ビジネス 積極的な開発投資

チャレンジ

多種多様な
プロフェッショナル

人材育成プログラム

評価・処遇体系

「これからも信頼されるキューブシステム」へ向けて
業績の拡大に邁進してまいります。



本資料で記述されている業績予想並びに将来予測は、現時点で入手可能な情報に基づき当社が判断した予想であり、潜在的なリスクや不確実性が含まれております。
そのため、様々な外部的要因の影響等により、実際の業績は記述されている将来見通しとは大きく異なる結果となる可能性を多分に含んでいることをご承知おき下さい。

https://www.cubesystem.co.jp/
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